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『台湾愛国婦人』第 8 巻（明治 42 年 7 月）に「落語」として『玉の輿（妾









（7、9 巻）『細川越中守綱利公の仁』（12 巻―15 巻、17 巻）『軍神廣瀬中佐
の義心』（18 巻）『女鉢の木』（19、21、22 巻）『秀吉公』（23 巻―27 巻）『白
河楽翁公』（30 巻－42 巻）『春日局』（50 巻―68 巻）『乃木大将閣下正伝』
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    浪士   芹沢鴨  近藤勇  新見錦  粕谷新五郎 平山五郎 山南敬介 沖田総治 野
口健司 土方歳三 原田佐之助  平間十輔 藤堂平助 井上源三郎  永倉新八 斉藤
一  佐伯又三郎 阿比留鋭三郎 















始末記』ではこの書簡の抜粋とともに 17 人説（『愛国婦人』と同じ）・20 人
説・25 人説をあげて子母澤自身は永倉新八翁同志連名記などを典拠に浪士
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「慈悲」を讃えるエピソ-ドが書かれており（『台湾愛国婦人』第 39 巻第 20
席）、この雑誌の「講談」作品に定信の「慈善」が焦点化されていたことが窺
われる（なお、この『講談 白河楽翁公』の参照元＝元ネタは渡辺霞亭『白
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たものであることを指摘しており（大正 2 年 12 月 『生蕃襲来』の上演は






『台湾愛国婦人』の 56 号（大正 2 年 7 月号）には、この帝劇での『生蕃
襲来』上演の際の主要配役（宗十郎、松助、幸四郎）と舞台写真（序幕と第
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人』における新選組表象を中心に― 日本近代文学会東海支部 第 62 回研究
会  2018 年 12 月 16 日） での口頭発表原稿に基づき、加筆修正したもので
ある。発表の席上貴重なご意見を頂戴した皆様に御礼申し上げる。なお、本




1『胆江日日新聞』2018 年 8 月 23 日。 
2下岡友加「雑誌『台湾愛国婦人』の性格―プロパガンダ、そして近代文学発




検証がこれからの課題と言えようが、55 号（大正 2 年 6 月）、56 号（大正 2
年 7 月）の『台湾愛国婦人』漢文欄に鹿島桜巷の『八重潮』と題する作品の
中国語訳が掲載されている。鹿島は 60 号（大正 2 年 11 月）に『国姓爺後日
物語』と題する植民地プロパガンダ作品を掲載している少年小説作家であり、
この作品は愛国婦人会台湾支部によって翌大正 3年に単行本として刊行され






5「愛国婦人会台湾支部機関誌『台湾愛国婦人』明治編」（第 1 回、第 2 回配
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9中込重明「講談本の研究について」（『参考書誌研究』53 号 2000 年）。 
10前掲延廣真治「講談速記本ノート」。 
11大橋崇行「「愛国」に覆われる世界 道徳教育としての「少年講談」」（『昭


















（『神戸大学文学部紀要 五十周年記念論集』2000 p464―465）。 









21越智治雄「福地桜痴試論」（『近代文学成立期の研究 』岩波書店 1984 
p100）。 






明治 44 年 6 月興行）とされるがこの点の資料については未見。 
24『群馬県史 通史編４ 近世１』（1990）。 
25市井三郎「近世革新思想の系譜」（新 NHK 市民大学叢書 3 1980）、野口武
彦「湯武放伐のアポリア―近世後期儒学の『孟子』論争―」（『文学』1981・






紀要』第 10 号 1967・12）。 
30前掲水谷憲二『戊辰戦争と「朝敵」藩』人物索引参照。 
31中西健治「手代木勝任について 戊辰戦争後の幽囚時代を中心に」（『金城学







（新選組フェスタ in 日野実行委員会 2003）に掲載の写真での書状（日野
市個人蔵）・翻刻と比較した。 
34西村兼文『新撰組始末記』（日本史籍協会編『維新之源・新撰組始末記其他』
東京大学出版会1974  日本史籍協会叢書  別編 30 野史台維新史料叢書）。 
35渋沢栄一『徳川慶喜公伝』（龍門社 1918）。 
36近藤勇が新選組研究史であまり重視されてこなかった点については前掲宮
地正人『歴史のなかの新選組』（文庫増補版 2017 岩波現代文庫）。 
37子母澤寛『新選組始末記』（中公文庫 1996）。 
38宮地正人『幕末維新変革史』上（岩波書店 2012 p290―291）。 
39宮地前掲『幕末維新変革史』p290―291。 
40五代は薩摩の人間で薩英戦争に参加し、開国論を唱えた人物である（柳田
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100）。 
48菅原健史『明治の平和主義小説』（名古屋大学大学院文学研究科博士学位論









51一坂太郎『長州奇兵隊』（中公新書 2002 p162）。 
52高見雄一編『大阪汎愛扶殖会』（1909）、小野修三「社会事業家加島敏郎と
朝鮮―大阪汎愛扶植會から朝鮮扶植農園へ―」（『三田商学研究』（慶應義塾大


















の呼称をめぐる背景については中村平同書第 1 章を参照。 
59下岡友加「植民者は被植民者の文化を語りうるか？―『台湾愛国婦人』掲
載・西岡英夫（英塘翠）「生蕃お伽噺」をめぐる考察―」（『台湾日本語文
学報 』45   2019・6）。 
60乙重昌文「太郎冠者＝益田太郎と「理蕃事業」―喜劇『生蕃襲来』の成立事









劇の舞台稽古を見物したことが『都新聞』市内版大正 2 年 5 月 1 日の記事に
あり、5 月 3 日には伊原青々園による「五月の帝国劇場」の劇評として『生
蕃襲来』への評が掲載され、5 月 7 日の記事には活動写真に撮影したいとの
申し出に対し「台湾協会より写真は公共団体用として使用するを条件とし多
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助が大正 2 年 2 月（つまり益田太郎冠者と同じ時期）に大嵙崁
たいこかん
経由で角板山 
に赴いている点は興味深い。中村勝『「愛国」と「他者」「井上伊之助年譜」
ｐ45。 
－27－
